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応用力が必要となる医学部入試
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京都府立医科大学
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応用力が必要となる医学部入試

2022年度
日本医科大学
数学



応用力とは？

基礎力（語彙、用語、計算、文法、構文、定理、公式、典
型問題の解法など）を組み合わせて、初見（に見える）問
題を分析して解答する力

⇒基礎力の習得が前提となる

※幅広い基礎知識を習得し、深く理解し、完全に定着できているほ
ど、応用力の養成は容易



応用力を身につける時期

4月 5月 6月 7月 8月

受験学年 前半

基礎力養成

過去問の確認
出題傾向と対策法

過去問演習①
↓

課題の抽出
学習計画への反映



応用力を身につける時期

9月 10月 11月 12月 1月

受験学年 後半

応用力養成

過去問演習②
成果CHECK

実践力養成

過去問演習③
成果CHECK

過去問演習④
成果CHECK



応用力をつけるための学習法

思考力 ＝ 試行力
⇒ 仮説を立てて検証する練習

A.積み上げ型：問題文に与えられた条件から組み立てていく

B.逆算型：答えとして求められていることから逆算して組み立てていく

C.俯瞰型：出題者の意図を意識して組み立てていく



応用力をつけるための学習法

問題文を正しく理解する読解力・注意力

・読み飛ばさない

・条件を整理

・事象が起こる前と後、変化に注目

・分岐点に着目

・求められているものが何かを確認

・解答の条件を確認



応用力をつけるための学習法

具体化 ⇔ 抽象化
分解 ⇔ 統合

・具体的な設問 ⇒ 抽象化、一般化してみる

・抽象的な設問 ⇒ 具体例を考えて検証

・融合問題など ⇒ 事象を分解してみる

・場合分けされた問題など ⇒ 統合して共通点、差異を検証



応用力をつけるための学習法

視覚化（表・グラフ・図示）

・情報が多い問題など ⇒ ポイントを表にまとめてみる

・時間変異に伴う変化など ⇒ グラフにしてみる

・視覚化できる問題 ⇒ 分かりやすいように図示してみる

⇒問題によっては、視覚化するだけで正答が見えてくるものも



応用力をつけるための学習法

別解・周辺知識

・数学など別解も積極的に考えてみる

・解答解説に別解があれば積極的に習得する

・例外や関連事項などの周辺知識も積極的に習得する

⇒基本知識、典型解法の習得が優先だが、周辺知識や別解法など、

「武器」が増えることが応用力につながってくる



応用力を身につけるための問題集

受験校の問題形式や問題難易度に合わせた問題集選定

◇英語で下線部誤り指摘問題が必ず出題される
⇒下線部誤り指摘問題に特化した問題集

◇数学で必ず整数問題が出題され、難易度も高い
⇒整数問題に特化した問題集

◇物理で標準・典型問題を中心に出題される
⇒標準レベルの問題集でミスなく解き切る練習

など



ご視聴ありがとうございました。

ご質問やご相談は最寄りの校舎まで、お気軽にお問い合わせください。

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると、メディカルラボのホームページにつながります。


